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豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

広 報

in 添田町in 添田町

６月17日㊊から23日㊐まで

in 添田町
　　ＫＢＣ（九州朝日放送㈱）では、創立65周年事業企画
　として、１月から福岡県内60市町村を１週間ずつテレビ
　とラジオで大特集する「ふるさとWish」を展開しています。
６月17日㊊から23日㊐までの１週間は添田町を大特集。Ｋ
ＢＣのテレビとラジオの各番組がグルメや物産、元気な企
業・団体・人など添田町の魅力をたっぷりと放送します。
またＫＢＣの新キャラバンカー「アイタカー」も街中をめぐ
　り、地元の旬な話題をお届けします。
　●放送番組　▶ＫＢＣラジオ「川上政行　朝からしゃべ
　　りずき!」など各番組▶ＫＢＣテレビ「アサデス。KBC」
　　　「シリタカ!」など各番組
　　　　問九州朝日放送地域企画部（☎ 092-752-5162）

中元寺小学校で田植え体験中元寺小学校で田植え体験
　中元寺小学校の全校児童が５月　中元寺小学校の全校児童が５月1616日、学校近日、学校近
くの田んぼで田植えを体験しました。児童たちくの田んぼで田植えを体験しました。児童たち
は、中元寺の自然を愛する会（宮金美樹会長）は、中元寺の自然を愛する会（宮金美樹会長）
の皆さんから教わりながら、泥だらけになっての皆さんから教わりながら、泥だらけになって
苗を植え付けていました。秋には稲刈り体験も苗を植え付けていました。秋には稲刈り体験も
実施する予定の児童たちは、お米の赤ちゃんの実施する予定の児童たちは、お米の赤ちゃんの
成長を今から楽しみにしていました。成長を今から楽しみにしていました。

中元寺小学校で田植え体験
　中元寺小学校の全校児童が５月16日、学校近
くの田んぼで田植えを体験しました。児童たち
は、中元寺の自然を愛する会（宮金美樹会長）
の皆さんから教わりながら、泥だらけになって
苗を植え付けていました。秋には稲刈り体験も
実施する予定の児童たちは、お米の赤ちゃんの
成長を今から楽しみにしていました。
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　５月11日、上中元寺地区の諏訪神
社境内で神幸祭演芸会が行われ、地
域の皆さんの歌やバナナの叩き売り
などが披露されました。

　５月３日、下落合の神幸祭では
落合小４年生から６年生までの児
童６人が、太鼓をたたきながら左
右に動き、一斉に飛びあがる楽打
ちを披露しました。

　５月３日、上落合の神幸祭に参加
した子どもたち。元気に楽打ちを披
露したり、子ども神輿で練り歩いた
りしました。

上中元寺神幸祭演芸会

下落合の楽打ち

津野神楽を舞う

上落合神幸祭

諏訪神社境内に響く歌声

６人がそろって飛びあがる

国指定重要無形民俗文化財

子どもたちの声で賑わう

　

５
月
３
日
、
４
日
に
行
わ
れ

た
上
落
合
地
区
と
下
落
合
地
区

の
神
幸
祭
。
神
輿
と
子
ど
も
神

輿
や
子
ど
も
山
笠
が
練
り
歩
き
、

勇
壮
な
獅
子
舞
や
楽
打
ち
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　

上
津
野
地
区
の
神
幸
祭
で
５

月
３
日
、
豊
前
神
楽
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
国
指
定
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
津
野
神
楽

が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
津
野
神

楽
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
、
日
暮

れ
か
ら
深
夜
ま
で
６
時
間
以
上

に
わ
た
り
、
荘
厳
な
舞
い
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
上
中
元
寺
地
区

で
は
、
諏
訪
神
社
境
内
で
公
民

館
主
催
に
よ
る
神
幸
祭
演
芸
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は

青
壮
年
ク
ラ
ブ
よ
る
出
店
が
並

び
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
中
元
寺
小

児
童
や
地
域
の
皆
さ
ん
が
歌
声

を
披
露
し
、
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

添
田
神
幸
祭
で
は
５
月
11
日
、

稲
穂
を
見
立
て
た
バ
レ
ン
約
400

本
を
装
飾
し
た
山
笠
３
基
が
添

田
駅
横
の
広
場
に
集
結
。
子
ど

も
た
ち
の「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
、ワ
ッ

シ
ョ
イ
」
の
掛
け
声
と
太
鼓
や

鐘
の
音
色
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
と
12
日
の
両
日
に

行
わ
れ
た
野
田
地
区
の
神
幸
祭
。

200
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
、
伝

統
の
獅
子
舞
と
楽
打
ち
が
奉
納

さ
れ
る
と
、
多
く
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
盛
ん
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
努
力
に
よ

っ
て
、
継
承
さ
れ
て
き
た
歴
史

あ
る
添
田
町
の
神
幸
祭
。
い
つ

ま
で
も
、
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
切
な
伝

統
芸
能
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地域に受け継がれる伝統芸能地域に受け継がれる伝統芸能

五月の風物詩、五月の風物詩、神幸祭神幸祭

津野神楽を舞う

　５月11日、赤や黄色に色付けした飾り花を、５メートルの割り
竹に巻きつけたバレンを飾った山笠３基が子どもたちに引かれな
がら添田駅横広場に集結。見物に訪れた人たちがさい銭を投げ入
れたり、山笠の到着を拍手で迎えたりしました。

山笠が添田駅横に集結
色鮮やかなバレンで飾られた

　５月11日と12日に行われた野田地区の
神幸祭。笛や太鼓の音に合わせ、勇壮な
獅子舞と小学生以下の子どもたちが輪に
なり、太鼓を叩きながら田植えや稲刈り
など稲作の所作を表現する楽打ちの野田
獅子楽が奉納されました。

野田獅子楽
荒れ狂う獅子と稲作の所作を舞う

　５月上旬、町内各地で行われた神幸祭。田植え準　５月上旬、町内各地で行われた神幸祭。田植え準
備の整った田園風景の中、備の整った田園風景の中、山

やまかさやまかさ

笠や神
みこしみこし

輿が町内を練りが町内を練り
歩きました。また、歩きました。また、神

かぐらかぐら

楽や獅
ししまいししまい

子舞子舞、楽打ちなど、地、楽打ちなど、地
域に伝わる伝統芸能を奉納。ふる里に、太鼓や域に伝わる伝統芸能を奉納。ふる里に、太鼓や鐘

かねかね

、
笛の音と元気な子どもたちの歓声が響き渡りました。笛の音と元気な子どもたちの歓声が響き渡りました。

　５月上旬、町内各地で行われた神幸祭。田植え準
備の整った田園風景の中、山

やまかさ

笠や神
みこし

輿が町内を練り
歩きました。また、神

かぐら

楽や獅
ししまい

子舞、楽打ちなど、地
域に伝わる伝統芸能を奉納。ふる里に、太鼓や鐘

かね

、
笛の音と元気な子どもたちの歓声が響き渡りました。

受
け
継
が
れ
て
き
た

歴
史
あ
る
地
域
の
祭
り

地域に受け継がれる伝統芸能

五月の風物詩、神幸祭

　国指定重要無形民俗文化財に指定されている津野神楽。５月３日の上津野　国指定重要無形民俗文化財に指定されている津野神楽。５月３日の上津野
神幸祭では、日の暮れた神幸祭では、日の暮れた1919時から深夜１時過ぎまで６時間以上にもわたり、時から深夜１時過ぎまで６時間以上にもわたり、
上津野高木神社のお旅所で津野神楽が奉納されました。上津野高木神社のお旅所で津野神楽が奉納されました。

　国指定重要無形民俗文化財に指定されている津野神楽。５月３日の上津野
神幸祭では、日の暮れた19時から深夜１時過ぎまで６時間以上にもわたり、
上津野高木神社のお旅所で津野神楽が奉納されました。
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逃げ遅れゼロへ

　昨年、一昨年と２年続けて豪雨災害に見舞われた添田町。これから梅雨や台
風など雨の多い季節を迎えます。今回、水害・土砂災害について、市町村が出
す避難情報と国や都道府県が出す防災気象情報が変わります。もしもの時、情
報をより早く、より正確に知り、避難情報に応じた避難行動を取りましょう。

■警戒レベルで避難のタイミングを明確化

警　戒
レベル１ 災害への心構えを高めましょう 早期注意情報

【気象庁が発表】

ロへ

水害、土砂災害の防災情報の
伝達方法が変わります
水害、土砂災害の防災情報の
伝達方法が変わります

警　戒
レベル２ 災害に備え、ハザードマップなどで、自ら

の避難行動を確認しましょう

洪水注意情報
大雨注意報など
【気象庁が発表】

問 防災管理課防災安全係（☎82-4002）

警　戒
レベル３

避難に時間を要する人（高齢者や障がいの
ある人、乳幼児など）とその支援者は避難
しましょう。その他の人は避難の準備を整
えましょう

避難準備・
高齢者等避難開始
【町が発令】高齢者等は避難

警　戒
レベル４

速やかに避難先へ避難しましょう。公的な
避難場所までの移動が危険と思われる場合
は、近くの安全な場所や自宅内のより安全
な場所に避難しましょう

避難勧告
避難指示（緊急）
【町が発令】全員避難

警　戒
レベル５ すでに災害が発生している状況です。命を

守るために最善の行動をとりましょう

災害発生情報※

※災害が実際に発生しているこ
　とを把握した場合に可能な範
　囲で発表
【町が発表】

警戒レベル 避難等の住民がとるべき行動 避難情報等 警戒レベル相当情報（例）

警戒レベル５相当情報

　氾濫発生情報
　大雨特別警報など

警戒レベル４相当情報

　氾濫危険情報
　土砂災害警戒情報など

【国土交通省、気象庁、県が発表】

警戒レベル３相当情報

　氾濫警戒情報
　洪水警報など

これらの情報は住民の皆
さんが自主的に避難行動
をとるために参考とする
情報です

▶▶▶ 避難行動の呼びかけの一例

警　戒
レベル

４
避
難
勧
告
の

伝
達
文
例

①【サイレン音】警戒レベル４、避難開始。

②こちらは防災添田町です。○○地区に洪水に関する警
戒レベル４、避難勧告を発令します。

③○○川が氾濫するおそれのある水位に達しました。

④○○地区の方は速やかに全員避難を開始してくだい。
（避難場所への避難が危険な場合は、近くの安全な場所に
避難するか、屋内の高いところに避難してください）など

①警戒レベルととるべき行動を端
　的に伝えます

②避難勧告の発令を伝えます

③災害が切迫していることを伝え
　ます　

④とるべき行動を伝えます

　日頃から避難場所、避難経路を確認しておきましょう。大雨、洪水等で逃げられない、避難経路中に危険
箇所があり逃げると危険な場合は、垂直避難（自宅や近隣住宅の２階部分など高い場所への避難）しましょう。

●気象情報の収集方法

防災メール・まもるくん

町
で
は
、
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

や
災
害
発
生
時
に
、
自
分
で
避
難
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
支
援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
人（
避
難
行
動
要
支
援
者
）の
名
簿
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
作
成
し
た
名
簿
は
、
消
防
や
警
察
、

行
政
区
長
、
民
生
委
員
な
ど
避
難
支
援
に
携
わ
る

関
係
者
に
平
常
時
か
ら
提
供
し
、
い
ざ
と
い
う
と

き
の
避
難
支
援
に
活
用
し
ま
す
。
災
害
発
生
時
に

備
え
平
常
時
か
ら
避
難
支
援
に
携
わ
る
関
係
者
へ

の
情
報
提
供
は
、
対
象
者
本
人
の
同
意
が
必
要
で

す
。
避
難
支
援
を
希
望
し
、
個
人
情
報
の
提
供
に

同
意
さ
れ
る
人
は
、
役
場
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
あ
ら
た
め
て
役
場
か
ら
調
査
に
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
発
生
時
は
同
意
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
関
係
者
へ
情

報
提
供
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
情
報
提

供
に
同
意
す
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
避
難
支
援
を

受
け
る
可
能
性
は
高
ま
り
ま
す
が
、

必
ず
支
援
さ
れ
る
こ
と

を
保
証
す
る
も

の
で
は
な
く
、

避
難
支
援
者
は

法
的
な
責
任
や
義
務
を

負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

避
難
時
に
支
援
が
必
要
な
人
の

名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す

　一昨年７月５日に発生し、町内各地で甚大な被害
があった九州北部豪雨災害からもうすぐ２年。町で
は、災害の記憶を風化させないため７月５日に記念
行事を開催します。正午のサイレンに合わせての黙

▶ テレビのデータ放送で知る▶ テレビのデータ放送で知る

▶ 防災メール・まもるくんで知る
　福岡県が運用する「防災メール・まもるくん」は携帯電話
やパソコンなどのメール機能を利用して、登録したメール
アドレスに県内での地震、津波、台風、大雨などによる
防災気象情報が配信されます。また、福岡県からの災害時
の注意の呼びかけや町が発令する「避難勧告」、「避難所

の開設」などの防災情報が受信できたり、彦山川が避難の目安となる水位
に達したときにメールが配信されたりします。

●新規登録や登録内容の変更は　　　　　　　　　　　　　　　　　
問 福岡県防災企画課（☎ 092-643-3114）

▶ テレビのデータ放送で知る
　　　　　　　　　　台風や大雨時に、気象情報や河川の水位、雨量を知りたいときには、最も身近
　　　　　　　　　　　なテレビのデータ放送を活用してはどうでしょうか。簡単なリモコン操作でいろ
　　　　　　　　　　いろな情報を見ることができます。
　　　　　　　　　　①チャンネルをＮＨＫ総合にあわせ、リモコンの dボタンを押す
　　　　　　　　　　②気象情報 ( 赤 ) のボタンを押す
　　　　　　　　　　③テレビに登録されている郵便番号にあわせて地域の防災情報が表示される
　　　　　　　　　　※上下左右キーで見たい項目を選択できます。

とうや防災講演会を行います。
▶と　き　７月５日金　14時～／入場無料
▶ところ　オークホール（研修室）
▶講　師　有川防災専門官

決して忘れない…九州北部豪雨災害から 2 年
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ふ るさと納税をしていただいた寄付者の皆
さんへ、返礼品として添田町の特産品を

送っています。町では、さらなる返礼品の充実
を目指し、返礼品を提供していただける事業者、
生産者を随時募集しています。ふるさと納税制
度を利用して、商品や事業所を全国にＰＲして
みませんか。

◉ふるさと納税の流れ

※要件など詳しくは問い合わせください。
問 役場総務課総務係（☎ 82-1231）

提供事業者にはメリットがたくさん

ふるさと納税の返礼品で
商品をＰＲしませんか

ピックアップ  　　　　　  まちのお知らせ＆情報

INFORMATION有害鳥獣の捕獲駆除のために

田 畑を荒らす有害鳥獣を捕獲駆除するためには狩
猟免許の取得と狩猟者登録が必要です。自分た

ちの田畑や地域を守るため狩猟免許を取得しませんか。

【狩猟免許試験】
◉とき・ところ

　▷１回目　７月25日木　９時／庄内公民館（飯塚市）
　▷２回目　８月25日日　９時／行橋総合庁舎（行橋市）
◉試験の種類　
　▷網猟免許　▷わな猟免許
　▷第１種銃猟免許　▷第２種銃猟免許
◉申込期限　

　▷１回目　７月５日金　▷２回目　８月２日金

【狩猟免許試験事前講習会】
◉と　き　６月23日日　９時～ 16時
◉ところ　東谷興農会館（北九州市小倉南区）
※今年度は飯塚農林事務所管内で講習会は実施されません
ので他地区を受講してください。
※その他の日程については地域産業推進課有害鳥獣係まで

問い合わせください。

◉受講料　3,500円、例題集1,620円
◉申込期限　６月14日金
問 役場地域産業推進課有害鳥獣係（☎ 82-1237）

狩猟免許を取得しませんか

イノシシやシカの被害防止対策として、「使用済
みのり網」の購入申し込みの受け付けを行い

ます。数に限りがありますので、早めに申し込みを
してください。ただし、申し込み状況により枚数を
制限する場合があります。
◉あっせん枚数　500 枚（18ｍ× 1.8 ｍ／枚）
※金属製の網ではありません。
◉価格　350 円／枚（10枚単位で販売）
◉受付開始日　６月10日月
◉受け渡し日　７月29日月以降
　　　　　（平日９時～16時）
◉受け渡し場所　役場南側来客用駐車場横倉庫
問 役場地域産業推進課有害鳥獣係（☎ 82-1237）

６月10日月から受付を開始します

野生鳥獣侵入防止用
「のり網」をあっせんします

返礼品提供事業者のメリット
◉返礼品を送付することで、商品をＰＲで
き販路拡大につながる
◉返礼品にパンフレットなどを同封するこ
とで、返礼品以外の商品のＰＲもできる
◉多くの寄付者が利用するふるさと納税ポ
ータルサイトに、商品の画
像、商品名、企業名が掲載
されるため、広告効果が期
待できる

寄付する
自治体を
選ぶ

申し込む 寄付する
返礼品が
届く→ → →寄付する→ 返礼品が返礼品が→

自慢の商品を

全国にＰＲできる

チャンスです！
舎（行橋市）【改正前】平成30年度税率

区分 医療分 後期高齢
者支援分

介護納
付金分

所得割 8.0％ 2.0％ 1.0％
資産割 20.0％ 3.0％ 2.0％
均等割 18,000円 5,000円 6,000円
平等割 20,000円 6,000円 4,000円
賦課限度額 58万円 19万円 16万円

【改正後】令和元年度（平成31年度）税率

区分 医療分 後期高齢
者支援分

介護納
付金分

所得割 7.2％ 2.4％ 2.3％
資産割 廃止 廃止 廃止
均等割 20,000円 7,500円 7,500円
平等割 21,000円 6,500円 5,500円
賦課限度額 61万円 19万円 16万円

▶所得割…前年の所得に応じて計算　▶資産割…その年度に課税されている固定資産税に応じて計算　▶均等割…
世帯の加入者数に応じて課税　▶平等割…１世帯あたりの課税

問 住民課保険年金係（☎82-5966）
　 住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

▶▶▶　軽減措置があります
　所得が低い世帯は軽減があります。世帯
の所得が一定基準以下の場合に「均等割」
と「平等割」が軽減されます。

7割軽減 前年の所得が33万円以下の世帯

5割軽減 前年の所得が33万円+（28万円×加入者数）以下の世帯

2割軽減 前年の所得が33万円+（51万円×加入者数）以下の世帯

国民健康保険税の税率が変わります

　国民健康保険被保険者証は７月に各世帯の世帯主あて、簡易書留で郵送します。ただし、国民健康保険税
に未納のある方へは送付しません。
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【おわびと訂正】
　広報そえだ５月号７ページの後期高齢者医療広域連合被保険者の健康診査で「生活習慣病（糖尿病、高血圧症、
脂質異常症など）の治療を受けている人などは対象となりません」とありましたが「今年度から生活習慣病で治療
中の人も健康診査を受けることができる」ようになりました。おわびして訂正します。

国 民健康保険は、病気やけがをしたときに安心して医療を受けら
れるように加入者の皆さんで支え合う制度です。昨年度から県

が財政運営の責任主体となり、市町村と共に運営を行っています。県は、
医療費水準や所得水準を考慮した国保事業費納付金を決定し、その納
付金を納めるために必要な標準保険料率を市町村へ提示します。今年
度、その標準保険料率を参考に、以前から課題となっていた資産割を
廃止した税率へ改定しました。添田町国民健康保険の安定した運営を
行うためにも皆さんのご理解とご協力をお願いします。

※注意…未申告の場合は軽減が受けられません



　広大な敷地に

咲き誇る約５千

本のシャクナゲ

が楽しめる英彦

山花園で４月20

日から29日まで、

シャクナゲまつ

りが行われまし

た。晴天となっ

た４月21日は、

ピンクや白の花を咲かせたシャクナゲが見頃となり、ヤ

マメの塩焼きやシシ汁、シャクナゲ苗の販売や福引き抽

選会が行われるなど多くの家族連れで賑わっていました。
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　　My Town T
opics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

英彦山花園シャクナゲまつり

英彦山に春、シャクナゲが咲き誇る

↑期間中の土日、祝日には特産品などが販売されました

諏訪神社で記念の祭典

「令和」時代の平和と発展を祈る

↑夢と希望にあふれた「令和」時代となるよう祈願

　天皇陛下が即

位され、新しい

年号の幕開けと

なった５月１日、

上中元寺地区に

ある諏訪神社で

記念の祭典が執

り行われました。

地域の皆さんや

落合地区、桝田

地区、野田地区の行政区長などの関係者約30人が参加。

「美しく心を寄せ合う中で文化が生まれ育つ」との希望が
込められた「令和」時代の平和と発展を粛々と祈りました。

まちの話題まちの話題

英彦山参詣古道ツアー

ガイドの会が伝える町の魅力↓雨のため午前中の古道巡りは変更となりましたが、午後は説明を聞きながら参道を歩きました

上中元寺ヤマメ釣り大会

静かな戦い、目指すは大物

↓英彦山には杉田久女や高千穂峰女、高浜牛尾などの多くの俳人たちの句碑が残されています

「山ほととぎす」杉田久女英彦山俳句大会

久女も愛した英彦山で一句

　添田町活性化推進協議会（廣田敏正代表）主

催による「山ほととぎす」杉田久女俳句大会が

５月19日、町民会館で行われました。４回目

となる今回は県内外から募集句に 437 句、当

日句に 181 句の俳句が寄せられました。この

うち、募集句は２人の選者によって「流麗な

久女の碑文字山滴る」

／鹿田欣子さん（福

岡市）と「老鶯の正調

ひびく比古の嶺」／

板谷美知子さん（北

九州市）の２句が天

賞に選ばれました。

　いまだに復旧
の見通しが立た
ないＪＲ日田彦
山線の早期復旧
を求めて４月18
日、藤田季弘副
町長と合戸精一
副議長が、澁谷
博昭東峰村長、
東峰村議会議員
と共に牧野たかお国土交通副大臣や森昌文国土交通事務
次官に陳情をしました。また、 県選出国会議員の事務所
でも要望活動をしましたが依然として厳しい状況でした。

国土交通省などに陳情

ＪＲ日田彦山線の早期復旧を願って

↑国土交通省で陳情した藤田副町長㊧と合戸副議長

カーネーションのコサージュ作り

母の日に手作りのカーネーションを

↑相手の顔を思い浮かべ、心を込めて作りました

　４月21日、オ

ークホールで、

西野壽賀子さん

を講師にカーネ

ーションのコサ

ージュ作りが行

われました。講

座には町内の12

人が参加。農業

で日よけなどに

使う寒
かんれいしゃ

冷紗を染めたフレール・クレールという布を使い、

花びらも立体的に作りました。参加者は「可愛く出来て

よかった、他の花にも挑戦したい」と話していました。

　春の全国交通

安全運動期間中

の５月13日、交

通事故をなくす

添田町民運動本

部では、早朝か

ら町内の主要な

交差点などで安

全運転を呼びか

けました。添田

駅前では寺西明男町長や畠田勝廣議長らが、運転手に啓

発グッズやチラシを配りながら、高齢運転者の交通事故

防止や飲酒運転の根絶といった交通安全を訴えました。

春の交通安全運動週間

安全運転で交通事故の無い添田町へ

くるみ保育園児が花摘み体験

花摘みに園児たちが初挑戦しました

↑金魚を連想させるふっくらした花が特徴の金魚草

　５月15日、く

るみ保育園の園

児27人が、下落

合の角崎花農園

で金魚草の花摘

みを行いました。

ピンクや黄色な

ど色鮮やかな花

にかこまれ、は

しゃぐ園児たち。

花の摘み方を教わったあとは、思い思いにきれいな花を

たくさん摘みました。摘んだ花は保育園に飾ったり、そ

れぞれ家に持ち帰り、玄関などに飾ったりしました。

　昨年発足した添田町観光ガイドの会（植田

周平会長・会員13人）による「英彦山参詣古

道ツアー」が５月19日に行われました。この

イベントは英彦山の歴史や自然を多くの人に

知ってもらおうと観光ガイドの会が初めて開

き、町内外から24人が参加しました。午前中

は植田会長から英彦山に生息する希少植物の

説明をうけた参加者の皆さん。雨の上がった

午後は、ガイドの案内に耳を傾けながら銅鳥

居から英彦山神宮奉幣殿までの参道沿いの史

跡などを巡りました。植田会長は「添田町の

魅力を多くの人に知ってもらえるようなイベ

ントを続けていきたい」と語っていました。

↑運転手に交通安全を訴える寺西町長や畠田議長

↑寺西町長も一句（書は硯心書道会の角遊拙さん）

↓朝６時からスタートしたヤマメ釣り大会。家族や友人と釣りを楽しむ姿が多く見られました

　暖かい１日となった４月28日、中元寺川流

域で、ヤマメ釣り大会とつかみどり大会が行

われました。釣り大会には、佐賀県や福岡市

など、町内外から家族連れなど 111 人が参加。

総合優勝は、20匹2200グラムを釣り上げた西

嶋隆二さん（北九州市）でした。また、子ども

たち60人が参加した

つかみ取り大会は今

年も大盛り上がり。

素早く逃げるヤマメ

を全身ずぶ濡れにな

りながら、果敢につ

かまえていました。 ↑熱い声援が飛び交ったつかみ取り
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姫野 輝
ひかる

ちゃん 
６月７日生 ❸・町三

弟に優しいお兄ちゃん♡いつの
間にかこんなに大きくなったね。
パパもママもみーんなあなたが
大好きです。

誕生日おめでとう。いっぱい食
べて、いっぱいあそんで、大き
く育ってね～♡

杣友 旭
あやと
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背せ
い
た
か
あ
わ
だ
ち
そ
う
 

高
泡
立
草
伸
び
ゆ
く
ば
か
り　

大
塚　

富
江

闇
に
浮
く
海
の
ラ
イ
ト
の
煌
め
き
は

　
　
　
　
　
　

現
世
を
離
れ
極
楽
思
は
す　

五
十
嵐
田
鶴

道
の
辺
に
野
菊
の
花
の
咲
き
初
め

　
　
　
　
　
　

う
す
紫
に
露
置
き
て
ゐ
ぬ　

平
井　

朝
子

母
の
日
に
友
は
薄
紅
の
芍
薬
と

　
　
　
　
　

訪
ね
来
や
さ
し
き
風
伴
ひ
て　

福
富　

廣
枝

故
郷
を
思
ひ
出
さ
せ
る
田
植
時

　
　
　
　
　
　

休
校
と
な
り
て
吾
は
働
く　

荒
巻
ミ
サ
子

◉
７
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

６
月
14
日
金
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を
書

い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～

江
戸
時
代
の
剣
豪
と
し
て
知
ら
れ
、
添
田
町
出
身
説
の
あ
る

佐
々
木
小
次
郎
と
巌
流
島
で
対
決
し
た
宮
本
武
蔵
。
今
回
は

武
蔵
の
２
人
の
養
子
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
し
た
。

小
次
郎
の
ラ
イ
バ
ル

宮
本
武
蔵
の
養
子
と
英
彦
山

最
初
に
養
子
と
な
っ
た
の
は
、

中
川
三み

き
の
す
け

木
之
助
と
い
う
人

物
で
す
。
三
木
之
助
の
父
・
志
摩

之
助
は
三
河
国（
現
在
の
愛
知
県
）

刈
谷
藩
主
水
野
勝
成
に
仕
え
て
お

り
、
武
蔵
が
大※

１

阪
夏
の
陣
に
お
い

て
、
勝
成
の
子
の
勝
重
に
付
い
て

参
戦
し
た
こ
と
が
縁
で
、
養
子
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。
三
木
之
助
は

元
和
３
（
１
６
１
７
）
年
か
ら
４

（
１
６
１
８
）年
頃
、
武
蔵
の
推
薦

で
、
播
磨
国
（
現
在
の
兵
庫
県
）

姫
路
藩
主
本
田
忠
政
の
嫡
男
忠た
だ
と
き刻

に
仕
え
て
い
ま
し
た
が
、
忠
刻
の

病
死
に
伴
い
、
墓
前
で
切
腹
し
、

殉
死
し
ま
し
た
。

も
う
一
人
の
養
子
は
田
中
伊

織
と
い
う
人
物
で
す
。
伊

織
は
、
武
蔵
が
滞
在
し
て
い
た
屋

敷
で
働
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
器
量

が
優
れ
て
い
た
た
め
、
養
子
と
な

り
、
名
前
も
宮
本
伊
織
へ
と
変
わ

っ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
伊
織

も
武
蔵
の
推
薦
に
よ
り
、
寛
永
３

（
１
６
２
６
）年
に
播
磨
国
明
石
藩

主
小
笠
原
忠た

だ
ざ
ね真

に
仕
え
、
20
歳
と

い
う
若
さ
で
藩
内
の
最
高
職
の
家

老
に
就
き
、
小
笠
原
家
が
小
倉
へ

移
っ
て
か
ら
は
、
筆
頭
家
老
と
な

り
ま
し
た
。
武
蔵
の
死
後
、
手
向

山
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
赤
坂
）

に
養
父
武
蔵
の
顕
彰
碑
を
建
立
し
、

そ
の
碑
文
に
巌
流
島
の
戦
い
の
こ

と
を
記
し
て
い
ま
す
。

伊
織
に
つ
い
て
は
、
英
彦
山

ス
ロ
ー
プ
カ
ー
花
駅
2
階

の
山
伏
文
化
財
室
で
展
示
中
の
史

料
に
お
い
て
、
そ
の
名
前
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
史
料
は

宮
本
伊
織
を
は
じ
め
、
伊
藤
作
右

【参考文献】梶谷敏明「彦山・岩石城と佐々木小次郎（上）（下）」平成20、21年

衛
門
、

小
笠
原
木
工
助
の
連
名
で

英※
２

彦
山
座
主
へ
宛
て
ら
れ

た
書
状
で
す
。
書
状
の
内
容

は
、
小
倉
藩
の
狩
場
の
一
部
を
英

彦
山
へ
寄
進
す
る
こ
と
を
伝
え
た

も
の
で
す
。
差
出
人
の
３
名
は
、

全
員
が
小
倉
藩
の
家
老
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
小
倉
藩
は
英
彦
山
へ
土

地
を
寄
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
良

好
な
関
係
を
築
こ
う
と
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
、
英
彦
山
を
重
要

視
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ま
す
。
山
伏
文
化
財
室
に
は
、

そ
の
他
に
も
英
彦
山
に
か
か
わ
る

貴
重
な
資
料
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
訪
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員（
ま
ち
づ

く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）

巌流島（山口県下関市）の
宮本武蔵㊨と佐々木小次郎像

※１…慶長20（1615）年、徳川家康が大坂城で豊臣家を攻め滅ぼした戦い。

※２…英彦山で組織化されていった山伏集団を総括する指導者

出
身
説
の

武
蔵
。
今

し
た
。

た
た
め
、

宮
本
伊
織

っ
て
い
ま

薦
に
よ
り

年
に
播
磨
国
明
石
藩

ね真
に
仕
え
、
0
歳
と

1年

は

小
倉
藩
の
狩
場
の
一
部
を
英

彦
山
へ
寄
進
す

伝

た

県下
佐

の
あ
る

今
回
は

養
子
と
な

織
へ
と
変
わ

ま
す
。
伊
織

り
、
寛
永
３

磨
国
明
石
藩

年

衛
門
、

小
笠
原
木
工
助
の
連
名
で

英※
２

彦
山
座
主
へ
宛
て
ら
れ

た
書
状
で
す
。
書
状
の
内
容

は
、
小
倉
藩
の
狩
場
の
一
部
を
英

巌流島（山口県県県
宮本武蔵㊨と佐佐

　５月７日、自宅近くの
畑で800グラムを超える
大きなタマネギを収穫し
ました。今年は大きなタ
マネギがたくさん採れま
したが、一番大きなもの
で840グラム。タマネギ
を友人に差し上げると大
変喜ばれました。趣味の
野菜づくりとカラオケを
続けながら、いつまでも
健康でいたいと思います。

800グラムを超える特大タマネギ

時津勢子さん（上落合二）からの投稿です

　添田フリーズ
は、５月３日か
ら久留米市で行
われた福岡トヨ
タ杯第３回福岡
県学童軟式野球
春季大会に出場
しました。４月
の田川予選を勝

ち上がり出場した県大会では１回戦を突破しまし
た。また３月から５月にかけて行われた田川少年
野球連盟春季大会でも優勝することができました。

↑添田フリーズはメンバーを募集中です

まちかど特派員投稿ま 稿

田川大会優勝、県大会でも勝利

添田フリーズからの投稿です

↑840グラムの特大タマネギ

　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。

koudojyouhou@town.soeda.fukuoka.jp
送信先

７月生まれは、６月14日金
までに投稿ください！

E メ ルは①お子さんさんの写 ②お②お子さ子さんのんの氏名氏名 ③③名前名前

３歳までのお子さん
募集中です

　お子さんの写真にメッ

セージを添えて、役場総

務課広報・秘書係まで持

参してください。下記の

アドレスから、メールで

投稿することもできます。

問 役場総務課広報・秘書
　 係（☎ 82-1231）



　

添
田
町
文
化
連
盟
で
は
、
新
規
会

員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
各
団

体
の
見
学
や
文
化
連
盟
入
会
な
ど
、

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
資
格　

町
内
で
文
化
活
動
を

　

行
う
団
体
、
個
人
（
町
外
者
も
可
）

▼
年
会
費　

１
人
千
円

▼
活
動
内
容　

総
合
文
化
祭
、
部
門

　

別
団
体
発
表
会
、
研
修
事
業
、
親

問 

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

 　
（
☎
82
―
２
５
５
９
）

▼
勤
務
地　

ク
ア
ハ
ウ
ス
ハ
ピ
ネ
ス

▼
募
集
人
数　

１
人
（
女
性
）

▼
業
務
内
容　

受
け
付
け
、
館
内
清

　

掃
、
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
雑
務
な
ど

▼
勤
務
時
間　

①
８
時
30
分
〜
12
時

　

30
分　

②
８
時
〜
12
時
（
午
前
中

　

の
み
４
時
間
、
月
16
日
勤
務
）

▼
給
与　

時
給
825
円

※
雇
用
期
間
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

　

込
書
は
田
川
地
区
消
防
本
部
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す

問 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
予
防 

　
 

係
（
☎
44
―
６
２
５
６
）

▼
試
験
日　

10
月
13
日
日

▼
試
験
会
場　

福
岡
大
学（
福
岡
市
）、

　

九
州
国
際
大
学
（
北
九
州
市
）

▼
受
験
申
込
期
限　

７
月
２
日
火（
当

　

日
消
印
有
効
）

▼
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所　

役
場

　

保
健
福
祉
環
境
課
、
県
の
各
保
健

　

福
祉（
環
境
）事
務
所
、
県
庁
高
齢

▼
と
き　

６
月
27
日
木　

９
時
20
分

　

〜
15
時
50
分
、
28
日
金　

９
時
〜

　

16
時
30
分

▼
定
員　

先
着
80
人

▼
料
金　

テ
キ
ス
ト
代
５
千
500
円
、　

　

交
付
手
数
料
200
円

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日
金

▼
申
込
方
法　

甲
種
防
火
管
理
新
規

　

講
習
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
田
川
地
区
消
防
本
部
予

　

防
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
申

者
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
な
ど

問 

（
公
社
）福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

　

 

協
会
（
☎
092
―
431
―
４
５
９
０
）

▼
募
集
項
目　

第
２
回
自
衛
官
候
補
生

▼
試
験
日　

７
月
６
日
土
、
７
日
日

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐

　

屯
地
（
北
九
州
市
）

▼
受
験
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
申
込
期
限　

６
月
21
日
金

※
６
月
16
日
日
9
時
か
ら
田
川
情
報

セ
ン
タ
ー
で
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

問 
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 
地
域
事
務
所

 　
（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

睦
行
事
な
ど

問 

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

 　
（
☎
82
―
２
５
５
９
）

　

家
族
や
友
人
と
一
緒
に
、
オ
ー
ク

ホ
ー
ル
の
舞
台
で
、合
唱
曲
「
そ
え
だ
」

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

▼
と
き　

６
月
15
日
土　

13
時
30
分

　

〜
15
時
（
以
降
毎
月
第
１
土
曜
日

　

開
催
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

　

ま
す

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

試
験
・
講
習

広報そえだ（令和元年６月号）　1213　広報そえだ（令和元年６月号）

Informationくらしに役立つ情報満載

教育のひろば

問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

　「英峰塾」は、高校受験をめざす添田中学校３
年生を対象に、基礎学力向上と進路決定の一助
となることを目的として平成21年度から開始し、
今年で11年目になります。
　塾の講師には、福岡県立大学の大学生ボラン
ティアに協力をお願いし、指導者が大学生とい
うことから、生徒と年齢的に近いため共通の話
題もあり生徒には毎年好評です。
　昨年は、30人の生徒が参加し、指導者の大学
生は毎回６人が、きめ細やかな指導体制をとっ
てきました。今年も 21人の大学生にボランティ
ア登録をお願いしています。実施期間は６月か
ら来年の２月までの原則毎週土曜日を予定し、
教科は、国語・数学・英語の 3教科です。募集
は締め切りましたが、受講を希望する児童生徒
がいましたら気軽に問い合わせください。

　「英峰日進塾」は、子どもたちが成長していく
過程で、身に着けるべき事の１つである学力に
ついて、学校の授業だけでなく放課後学習の習
慣が重要であることから「放課後学習習慣の定
着」に焦点をあて、その定着のきっかけとなる
よう、添田小学校５・６年生と添田中学校１・
２年生を対象に放課後、児童生徒が自主的に勉
強を行うために実施するものです。募集は学校
を通じて行います。希望する児童生徒は気軽に
問い合わせください。

※数は、開示などを決定した年度で計上しています。

▶添田町情報公開制度および添田町個人情報保護制度の運用

年度 開示 一部開示 不開示 不存在 却下 不服申し立て

平成30年度 1 1 ０ 0 ０ ０

児童手当の受給者は、
毎年６月に「現況

届」を提出しなければな
りません。この届出がな
い場合、６月分以降の手
当が受けられなくなりま
すので、必ず手続きをし
てください。
◉支給対象　中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最
　初の３月31日まで）の児童を養育している人
◉支給額（月額）

▷３歳未満　　　　　　　　　　　一律 15,000 円
▷３歳以上小学校修了前　第１・２子＝ 10,000 円　
　　　　　　　　　　　　第３子以降＝ 15,000 円
▷中学生　　　　　　　　　　　　一律 10,000 円
※児童を養育している人の所得が所得制限限度額以
上の場合は、特例給付として月額一律 5,000円の支
給となります。
※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の誕生日後
の最初の３月31日まで）の養育している児童のうち、
３番目以降をいいます。
◉支給月　原則として、６月、10月、２月にそれぞ
　れの前月分までの手当が支給されます。
◉現況届の手続きに必要なもの

▷印鑑
▷児童の属する世帯全員の健康保険証の写し
※受給者が被用者（サラリーマンなど）の場合
▷児童の属する世帯全員の住民票
※児童が添田町以外に住所を有している場合
▷その他、必要に応じた書類

問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　 （☎ 82-1232）

忘れずに、早めの手続きをお願いします

６月は「児童手当現況届」
提出月です

英峰塾・英峰日進塾　今年もやります!!

中学３年生を対象に
「英峰塾」を開講します

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

受
講
試
験

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

添
田
町
文
化
連
盟
会
員
募
集

メ
モ
リ
ア
ル
コ
ー
ラ
ス

参
加
者
募
集

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

契
約
職
員
募
集

クアハウス運動教室
◉健康維持と筋力アップを目指しませんか

ク
◉健

ク
◉

◉期間　７月９日火～９月27日金
◉腰・肩・膝痛予防教室＝毎週火・木
　①11時～12時、②14時30分～15時30分
◉ダイエット・筋力アップ教室＝毎週水・金
　①11時～ 12時、②14時30分～15時30分
問 クアハウスハピネス（☎ 82-5061）

募
集

　「木」をテーマに、昨年開催
し好評だった「木もくまつり」
を、今年も開催。木に関わる
活動をしている方々の作品紹
介、販売、体験講習の出店者
と、飲食ブースの出店者を募
集します。また、当日会場の
お手伝いをしてくれるボラン
ティアスタッフも募集中です。
※出店には出店料がかかります。
※飲食ブース出店者とボランティ
アスタッフは、募集期限を過ぎて
も受け付けますので、詳しくは問
い合わせください。

問 ＮＰＯ法人アートもん崎山さん
　 （☎ 090-5733-5997）

木もくまつりinそえだ
出店者・ボランティア募集

▶とき　10月５日土・６日日
▶ところ　ひこさん花工房
▶募集期限　６月30日日

●開かれた町政の推進、個人の権利利益の保護を目的とした制度です

添田町情報公開制度および添田町個人情報保護制度の運用状況を公表します

自
衛
官
採
用
試
験

小学５年生から中学２年生までを
対象に「英峰日進塾」を開講します

大学生からきめ細かな指導を受けることのできる英峰塾



貸
出
冊
数
を
１
人
10
冊
ま
で
と
し
ま
す
。

問 

町
立
図
書
館（
☎
82
―
４
８
０
０
）

　

館
内
清
掃
・
機
械
点
検
な
ど
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
22
日
土
〜
30
日
日

問 

ク
ア
ハ
ウ
ス（
☎
82
―
５
０
６
１
）

　

館
内
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
25
日
火
〜
27
日
木

問 

し
ゃ
く
な
げ
荘（
☎
85
―
０
１
２
３
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）髙
道
京
子（
中

ん
と
乳
が
ん
検

診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
送

し
て
い
ま
す
。

▼
有
効
期
限　

令
和
２
年
３
月
31
日

▼
対
象
者　

▽
子
宮
頸
が
ん
検
診
＝

　

平
成
10
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性　

▽
乳

　

が
ん
検
診
＝
昭
和
53
年
４
月
２
日

　

〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

　

女
性

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
20
日
木
〜
７
月
1
日
月

※
６
月
６
日
木
か
ら
19
日
水
ま
で
は
、

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

【
喀か
く
た
ん痰
吸
引
編
】

▼
と
き　

８
月
１
日
木　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡

　
（
福
岡
市
）

▼
定
員　

15
人
／
受
講
料
無
料

▼
申
込
期
限　

７
月
３
日
水

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

　

女
性
支
援
と
が
ん
検
診
の
推
進
の

た
め
、
５
月
に
対
象
者
に
子
宮
頸け
い

が

▼
演
題　
「
笑
い
あ
え
る
関
係
づ
く

　

り
」
〜
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

人
に
や
さ

　

し
い
町
〜

▼
演
者　

北
九
州
生
涯
学
習
講
師 

　

赤
松
文
雄
氏

▼
入
場
料　

無
料

問 

「
人
に
優
し
い
町
・
田
川
を
つ
く

　

 

る
会
」（
☎
42
―
９
３
０
７
）

【
採
血
・
注
射
編
】

▼
と
き　

７
月
22
日

　

月
13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

北
九
州

　

市
立
医
療
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

10
人
／
受
講
料
千
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

▼
と
き　

８
月
24
日
土
、
25
日
日　

　

９
時
30
分
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

福
岡
県
教
育
庁
筑
豊
教

　

育
事
務
所
（
飯
塚
市
）

▼
対
象　

お
子
さ
ん
の
心
身
の
発
達

　

に
つ
い
て
心
配
や
悩
み
が
あ
る
小

　

学
校
入
学
前
の
幼
児（
３
〜
６
歳
）

　

の
保
護
者

▼
相
談
方
法　

個
別
の
面
談
（
で
き

　

る
だ
け
お
子
さ
ん
も
一
緒
に
来
て

　

子
選
手
権
九
州
大
会

▼
と
き　

６
月
22
日
土
〜
23
日
日

▼
と
こ
ろ　

と
ぎ
つ
海
と
緑
の
運
動

　

公
園
（
長
崎
県
）

問 

役
場
ま
ち
づ
く
り
課
施
策
推
進
係

　

 

（
☎
82
―
１
２
３
６
）

　

添
田
町
出
身
の
秀
島
踏
波
さ
ん
に

よ
る
書
道
展
で
す
。
期
間
中
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
や
ハ
ン
コ
作
り
体
験

も
行
わ
れ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
14
日
金
〜
７
月
21
日

　

日　

９
時
30
分
〜
18
時
30
分
／
金

　

曜
日
は
20
時
30
分
ま
で
。
最
終
日

庭
内
の
悩
み
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
や
差
別
な
ど
の
相
談
に

応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

６
月
18
日
火
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

そ
え
だ
ジ
ョ
イ

▼
相
談
料　

無
料
／
秘
密
厳
守

問 

田
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

 

（
☎
44
―
１
４
２
６
）

▼
大
会
名　

第
71
回
全
日
本
総
合
女

広報そえだ（令和元年６月号）　14

　

は
16
時
30
分
ま
で
。
毎
週
月
曜
日

　

は
休
館

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
美
術
館

▼
観
覧
料　

一
般
500（
400
）円
、高
校
生

　

300（
200
）円
、中
学
生
以
下
無
料

※
（　

）
内
は
前
売
り
と
団
体
料
金
。

問 

田
川
市
美
術
館（
☎
42
―
６
１
６
１
）

▼
と
き　

７
月
13
日
土　

14
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
市
民
会
館（
田
川
市
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

　

く
だ
さ
い
）

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
込
方
法　

町
教
育
委
員
会
学
校

　

教
育
課
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
町
教
育
委
員
会
学

　

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

▼
申
込
書
提
出
期
限　

６
月
21
日
金

問 

福
岡
県
教
育
庁
筑
豊
教
育
事
務
所

　

 

教
育
相
談
室

 　
（
☎
０
９
４
８
―
25
―
２
６
０
３
）

　

６
月
１
日
は
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
が
、
家

お
知
ら
せ

Informationくらしに役立つ情報満載

ク
ア
ハ
ウ
ス
休
館

●人　口　9,783 人（ー26人）

●男　性　4,607 人（ー14人）

●女　性　5,176 人（－12人）

●世帯数　4,702世帯（ー９世帯）

●出生　４ 人

●死亡　18 人

●転入　24 人

●転出　36 人

人の動き ４月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　６月18日火、７月２日火
●補聴器相談（役場ロビー）
　６月12日水（13時～）、６月14日金（15時～）
●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　６月21日金　
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）
●無料法律相談会
　（福岡法務局田川支局／13時～16時）
　６月11日火、７月９日火
※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。
問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　６月11日火（10時～）、27日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）
●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍　
手保健福祉環境事務所／要予約）
　6月5日水、7月3日水（13時30分～16時30分）
問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増
　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

　４月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　４月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
１（±０）

今年の累計
０
１
１
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

10（±０）
２（＋２）
４（＋１）

今年の累計
54
２
15

  車上ねらい

15　広報そえだ（令和元年６月号）

納期限のお知らせ
●７月１日月が納期限です
　▷町県民税（１期・全期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

人
権（
悩
み
ご
と
）相
談
所

福
太
郎
め
ん
べ
い
女
子
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
を
応
援
し
よ
う

町
立
図
書
館
休
館

　添田町の食材のＰＲを目的とした料理教室を
随時開催しています。５月29日には、博多阪急
地下のうまか研究所にて大木町と添田町のコラ
ボ料理教室を開催しました。添田町のことを多
くの人に、まずは知っていただくために、外部
への発信に力を入れています。

添田町を知ってもらうきっかけに
料理教室を通して町をＰＲ

う かけにうきっかけに

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

Vol. ⑪

ヘ
タ
で
も
ホ
ン
モ
ノ

秀
島
踏
波
展

再
就
職
の
た
め
の
看
護
技
術

セ
ミ
ナ
ー（
採
血・
注
射
編
、喀
痰
吸
引
編
）

▶とき　６月22日土～７月７日日
▶ところ　英彦山花園
▶内容　アジサイ摘み（６月22日土～28日金10
時～15時）、ラベンダー摘み（６月29日土～７
月７日日10時～15時）、ラベンダー
スティック作り体験やラベンダーア
イスの販売など（期間中の土日）
問 英彦山花公園（☎ 85-0375）

初夏の英彦山で花摘みや製作体験を

アジサイ・ラベンダー
体験イベント

女
性
特
有
が
ん
無
料
ク
ー
ポ
ン

を
発
送
し
て
い
ま
す

し
ゃ
く
な
げ
荘
休
館

29日土～７

ア

9日土～７

問
田
川
市
美
術
館（
☎
4

）

料理教室を開催します

◉パスタの基本の“キ”教えます
▶と　き　６月15日土
▶ところ　西部ガスヒナタショー
ルーム北九州（北九州市）

◉第２回赤村の米粉と添田野菜
　のコラボ料理教室
▶と　き　６月26日水
▶ところ　赤村

問 役場地域産業推進課（☎82-5962）

地
域
交
流
講
演
会

心
と
体
の
発
達
教
育
相
談

（
障
が
い
児
巡
回
相
談
）

相
談

　

津
野
）▽
藤
川
智
英（
桝
田
）▽（
故
）

　

大
石
美
代
子（
下
中
元
寺
）▽（
故
）

　

鶴
我
禎
子（
野
田
）▽（
故
）森
山
昭

　

三（
添
田
東
）
▽（
故
）橘
光
男
（
添

　

田
中
）
▽（
故
）大
塚
成
子（
伊
原
）

　

▽（
故
）大
塚
玲
子（
伊
原
）▽（
故
）

　

大
島
登
市（
伊
原
）▽（
故
）井
上
ツ

　

ヤ
子
（
庄
東
）

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）

　

▽
三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
田

　

代
律
子（
田
川
市
）▽
髙
橋
浩
月（
町

　

四
）
▽
坂
本
泰
子
（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子
（
添
田
中
）

　

▽
三
丸
十
七
子
（
添
田
中
）
▽
田

　

代
律
子
（
田
川
市
）

　

   　
（
令
和
元
年
５
月
14
日
現
在
）

■編集後記

▶令和になって初の取材は中元寺の諏訪神社。地域
によって継承されてきた伝統や歴史、文化と令和時代
の平和を願う思いを感じることができました。（小林）

先月号の掲載の一部に誤りがありました。おわびして訂正いたします。
P3　職員の人事異動　新規採用　【正】黒木蛍如



令
和
元
年
６
月
号

そ
え
だ

2019

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

６

▼
令
和
に
な
っ
て
は
や
１
か
月
。
明
る
い
楽
し
い
未
来
を
模
索
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
５
月
21
日
の
新
聞
は
、
福
智
町
の
嶋
野
町
長
が

病
気
の
為
、
任
期
半
ば
で
辞
職
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
残

念
で
あ
る
。
奇
し
く
も
、
昨
年
６
月
８
日
の
新
聞
を
見
る
と
、
任
期

満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
の
前
哨
戦
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
立
候
補
を
表
明
し
て
い
た

候
補
が
健
康
上
の
理
由
で
出
馬
を
断
念
し
た
。
取
材
に
対
し
「
手
術
の
可
能
性
も
あ
り
、
町

民
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
治
療
に
専
念
し
た
い
」
で
あ
っ
た
。
健
康
に
は
十
分
留
意
し
た

い
も
の
で
あ
る
。
政
治
は
統
一
地
方
選
挙
も
終
わ
り
、
夏
の
参
議
院
選
挙
へ
と
向
か
っ
て
い

る
。
▼
町
の
ご
意
見
箱
に
保
育
料
の
無
料
化
に
つ
い
て
、「
田
川
市
、
大
任
町
は
無
料
な
の

に
不
公
平
で
は
な
い
か
。
子
育
て
の
マ
マ
や
パ
パ
の
言
う
事
も
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
子
育
て
教
育
に
係
る
費
用
を
含
め
、
子
育
て
施
策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

は
少
子
化
社
会
に
お
い
て
は
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
国
に
お
い
て
も
、
本
年

10
月
か
ら
保
育
料
の
無
償
化
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
内
容
を
詳
し
く
分
か
り
易
く
説
明
し
ま

す
と
次
の
と
お
り
で
す
。
▼
国
が
実
施
す
る
幼
児
教
育
無
償
化
で
す
が
、
小
学
校
へ
入
学
す

る
前
の
未
就
学
児
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
３
歳
児
〜
５
歳
児
に
つ
い
て
は
、
所
得

制
限
を
設
け
ず
に
全
て
の
子
ど
も
の
保
育
料
が
無
償
化
さ
れ
ま
す
が
、
０
歳
児
〜
２
歳
児
に

つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
及
び
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
世
帯
が
主
な
無
償
化
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
▼
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
待
機
児
童
に
大
き
く
関
係
し
ま
す
。
現

時
点
で
も
待
機
児
童
数
の
増
加
や
保
育
所
等
の
施
設
が
不
足
す
る
中
、
今
後
全
て
の
年
代

で
無
償
化
と
し
た
場
合
、
更
な
る
待
機
児
童
の
発
生
や
施
設
不
足
、
ま
た
、
児
童
の
面
倒
を

見
る
保
育
士
の
人
材
不
足
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
特
に
０
〜
２
歳
児
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児
で

あ
り
、
保
育
士
の
配
置
数
は
多
く
な
り
、
施
設
の
面
積
も
必
要
と
な
り
、
こ
の
問
題
に
拍
車

を
掛
け
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
広
く
国
民
が
利
用
し
て
い
る
３
歳
児

〜
５
歳
児
を
対
象
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
▼
こ
こ
で
、
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い

の
は
、
こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も
保
育
料
の
無
償
化
で
あ
り
、
食
事
等
の
実
費
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
は
無
償
化
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
、
認
可
保
育
園
の
他
、
幼
稚
園
、
認
可
外
保
育
所
、
児
童
発

達
支
援
事
務
所
な
ど
に
つ
い
て
も
保
育
所
と
同
様
に
対
象
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

無
償
化
の
対
象
と
な
る
上
限
額
な
ど
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
本

制
度
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
詳
細
な
内
容
や
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
、

お
気
軽
に
役
場
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
▼
以
上
が
保
育
料
無
償
化
に
関
す
る
説
明

で
す
が
、
完
全
に
無
償
化
す
る
に
は
、
施
設
整
備
や
保
育
士
の
確
保
に
加
え
、
そ
れ
を
裏
付

け
る
財
政
的
な
措
置
が
必
要
で
す
。
保
育
料
の
無
償
化
も
含
め
、
乳
児
か
ら
大
学
生
ま
で
の

お
子
様
を
持
つ
全
て
の
子
育
て
世
帯
の
皆
さ
ん
が
、
平
等
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
施
策

な
ど
他
町
村
に
は
な
い
添
田
町
独
自
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
理
解
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　夏山シーズンを迎えた英彦山
で５月26日、第54回英彦山山

開きが行われまし

た。登山客は額の汗を拭
ぬぐ

いながら、山頂を目指し一歩一
歩足を進めていました。

山頂ではお弁当を食べたり、記
念撮影をしたりするなど新緑の

英彦山を満喫し

ていました。前日は英彦山青年
の家で前夜祭が行われ、山伏問

答や彦山踊りが

披露。最後は全員で輪になり炭
坑節を踊り、楽しい夜のひとと

きを過ごしました。

第54回 英彦山山開き・前夜祭

日 第54回英彦山山開きが行われ
まし

回 英彦山山開き・前夜祭

夏山シーズンがやって来た !!

新緑の英彦山に登ろう
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